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「今までのキャリアとこれからの自分」

◆JICA海外協力隊訓練生インタビュー◆

今日のお相手
ハラ チヅカ

お名前：原 千津香さん

派遣国：ガーナ共和国

職 種：PCインストラクター

隊 次：2021年度3次隊

－JICA海外協力隊に参加した経緯を教えてくだ
さい。
〇幼少期の頃から海外旅行の番組などをよく見
ていて、海外に対して強い興味がありました。
大学でも、国際文化学部に入り、スタディツ
アーでの経験や、交換留学先で実際に海外の文
化に触れ、現地の人々が家族や生活を大切にし
ている姿を肌で感じてきました。その後、IT企
業に就職し、やりがいのある職場でしたが、こ
のまま続けるか考える機会があり、本当に自分
がやりたいこと、求められていること、自分が
やれることを考えたとき、ネットワークエンジ
ニアとして働き、身につけたスキルを生かして
国際協力の仕事に関わりたいと思って応募しま
した。

－応募時に不安だったことは何ですか。
〇自分の今までのキャリアを捨ててまで応募す
るかどうか迷いました。そのほかにも悩みはあ
りましたが募集説明会などで丁寧に説明しても
らうことで不安は軽減され、キャリアを捨てる
というよりも、キャリアアップのためにチャレ
ンジしたいという気持ちになり、応募してみよ
うと思うようになりました。

－コロナ禍での派遣延期、不安だったことは何
ですか。
〇新型コロナウイルスの影響で派遣時期が確定
しないことは、常に心配でした。また、前職を
退職していたので熊本県八代市での特別派遣前
訓練に参加しました。内容は、職種と関係のあ
るものだけではなく、水害にあった道の駅の防
腐剤の塗布や、農業法人のHP更新など様々で
した。いろいろな困難もありましたが地域の人
やコーディネーターと協力することで、前に進
むことができました。一人で派遣を待つことが
なかったので心強かったです。

－駒ヶ根訓練所での訓練生活はどうですか。
〇語学講師のサポートを受けながら集中して
勉強ができる環境にあると思います。その他
にも、同期隊員と共同生活をすることでいろ
いろな人の話を聞くことができ、多くの価値
観に触れることができるのが訓練所のいいと
ころです。

－任国での活動、帰国後のキャリアプランを
教えてください。
〇現地の女子高等学校で生徒にPCの基礎操作
やMicrosoftの使い方などを教えたり、コン
ピューター管理、アドバイス等を行います。
また、現地の生徒たちは日本文化にとても興
味があると聞いているので、積極的に日本文
化を紹介していこうと思います。派遣後の
キャリアプランは、国際協力に関わる仕事を
したいと思っていますが、どの分野で働くか
はまだはっきりと決めていません。任地で活
動しながら大学院進学も視野に入れ、自分の
専門性を考えようと思っています。


